
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成２３年５月２５日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：ヨーロッパ文学 

キーワード：ロシア思想、哲学、ロシア文学 

 
１．研究計画の概要 

本研究は、その重要性が広く認識されてい

ながらいまだ十分に研究のなされていない、

いわゆる「ロシア・ルネサンス」期の思想を、

「生の哲学」という観点から問題史的に検討

しようとするものである。ニーチェ、ベルク

ソン、プラグマティズムといった生の哲学に

分類される西欧哲学を、ヴャチェスラフ・イ

ワーノフ、ロースキー、ブルガーコフ、ベル

ジャーエフといった、ロシアのルネサンス期

の思想家がどのように受容したのか、その過

程を明らかにする。 

これまでの三年間でイワーノフ、ロースキ

ー、ブルガーコフの研究を行った。残りの二

年間で、ブルガーコフ研究の成果を公表する

とともに、ベルジャーエフの研究およびその

成果の報告を行い、時間に余裕があれば、ブ

ルガーコフの経済哲学を本研究の観点から

検討の対象にし、ブルガーコフ研究をさらに

深めることにしたい。 

 

２．研究の進捗状況 

本研究が当初研究対象として取り上げる

ことを予定していたのは、ヴャチェスラフ・

イワーノフによるニーチェ受容、ロースキー

によるベルクソン受容、そしてベルジャーエ

フとエルンによるプラグマティズム受容で

ある。このうちイワーノフとロースキーに関

してはすでに研究を終えており、両者にはっ

きりとした共通の特徴があることも明らか

にしている。その共通性というのは、彼らが

いずれも、人間的な意識や理性に先立つ根源

的な事実としての実在を明らかにしようと

する西欧の生の哲学を高く評価する一方で、

生の哲学がその実在を形式や秩序を持たな

いカオスと見なしていることを批判してい

るというところにある。また彼らがその批判

とともに生の哲学から離れ、人間の意識に先

立つ実在を超越的な秩序を備えたコスモス

とみなすような独自の思想を構築している

こともその共通の特徴である。 

研究の三年目には、こうした共通性がさら

にベルジャーエフやエルンにも見られるの

かを検討する予定だったが、ある研究グルー

プからの依頼があり、セルゲイ・ブルガーコ

フの言語哲学を検討することになった。ブル

ガーコフは本研究の主題であるロシア・ルネ

サンスを代表する思想家であり、当初から研

究対象に含めることを検討していたが、生の

哲学との関係が希薄であるように思えたた

め、当初は研究対象に含めなかった。しかし、

本研究の観点から研究を進めることで、彼の

言語哲学にもイワーノフやロースキーとま

ったく同じ問題が見られることが分かった。

それに、若いころマルクス主義者であり、後

にその批判に転じたブルガーコフの場合、イ

デオロギー的上部構造（意識）を規定するも

のとして経済的下部構造を捉えようとする

マルクス主義が、意識や理性以前の実在を捉

えようとする生の哲学と同様のものとして

捉えられていたのではないかということが

分かってきた。 

本研究によって現在までで明らかにした

のは、以上のようなことである。 
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ていなかったブルガーコフ研究が入ってき
たことである。そのためベルジャーエフとエ
ルンの研究が遅れ、もしかしたらエルンは期
間内には扱えなくなったかもしれない。しか
し、ルネサンス思想においてブルガーコフが
持つ重要性はエルンとは比べ物にならず、そ
のブルガーコフの思想にも一連の思想家と
同じ問題が見出せることを発見したことは
本研究にとってきわめて意義のあることで
あった。残りの二年間にベルジャーエフのプ
ラグマティズム受容を研究し、さらにはブル
ガーコフとマルクス主義の関係を本研究の
観点から扱うことができれば、当初予定して
いた以上の成果が得られたと考えてよい。も
っとも期間内にブルガーコフとマルクス主
義の関係まで扱えるかどうかは今のところ
不明であるが、扱えなかったとしても、ベル
ジャーエフ研究が予定通りに進めば、ほぼ計
画通りに研究が遂行されたと判断してよい
と思われる。 

 

４．今後の研究の推進方策 
残りの二年間については、以下のような計画
で研究を進めていくことにしたい。 
（1）今年度前半でブルガーコフの言語哲学
に関する研究成果を論文の形にまとめる。 
（2）今年度後半からベルジャーエフによる
プラグマティズム受容の本格的な研究を開
始する。 
（3）できればベルジャーエフ研究と並行し
て、難しければそれが終了した後に、ブルガ
ーコフとマルクス主義との関係の問題、そし
て彼の『経済哲学』について検討を行う。 
したがって、当初の研究計画で予定していた
エルンのプラグマティズム受容はひとまず
研究計画から外すことになり、かわりにブル
ガーコフの言語哲学の研究、及び、可能であ
れば、ブルガーコフの経済哲学の研究が入る
ということになる。以上が研究計画の変更で
ある。 
 
５. 代表的な研究成果 
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